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—編集後記—

本号と次号で特集「最近の地下水研究」をお届けし

ます．

もう 30 年近く前の私事で恐縮ですが，建設会社を辞
めて大学院に入学した直後，指導教官から「研究テーマ

はどうする？」と聞かれ，即座に「地下水に関する研究

がしたい」と返答しました．幸いにして，ちょうどその

頃，科学技術庁（当時）から「降積雪対策の高度化に関

する研究」のサブテーマ「不飽和帯への熱損失の定量化

に関する研究」が研究室に委託されていたので，指導教

官からこのテーマで纏めるよう勧められました．委託研

究のテーマは地下帯水層への熱エネルギー貯留に関する

もので“地下水に関する研究”そのものでした．しかし，

サブテーマ自体は土壌カラム中の熱 ·水同時移動に関す
る研究で“土壌物理学”の範疇に思えたので，無知な私

は「これは土壌物理では」と，やや疑問符をつけて尋ねま

した．その時の指導教官の一言，「まあ，土壌物理で対象

となる飽和土壌帯もマクロにとらえれば地下水だから」．

私は「なるほど！」と納得し，このテーマを修論の研究

課題とし，今日に至ります．実は，私自身が「地下水学

と土壌物理学の接点」で研究を開始していたことに気づ

きました．誤解のないように言っておきますが，私は決

して土壌物理学が嫌いであったわけではありません．ち

なみに，このサブテーマを研究室に紹介してくださった

のは，本号でご執筆いただいている地下水の専門家，藤

縄克之先生でした．

特集「最近の地下水研究」以外にも，自主投稿論文，講

座「古典を読む」，国際土壌年特集「土粒子」とワクワク

するような内容が満載です．読者の皆さんには是非すべ

ての記事に目を通していただくことを切望します．

もちろん，脈々と連なる地下水ワールドへ，次号も乞

うご期待！
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